





























































































































































































































い ち に い さ ん し い ご お ろ く し ち は ち
い ち に い さ ん し い ご お ろ く し ち は ち
表2麵の数え方
数詞の読み方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 回答数 回答率
いち■に■さん■し 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13 100.0%
ひとつ■ふたつ■みつつ■よつつ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10 76.9%
ひ■ふ■み■よ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 46.2%
ワン■ツー■スリ—.フォー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 46.2%
いつこ■にこ■さんこ■よんこ 〇 〇 〇 〇 〇 5 38.5%

































































8 9 10 11 12 13 正答数 正答率
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家 軒(10) 戸(1) 棟(1) 屋(1)
イカ 匹⑽ 杯(2)
箸 膳⑽ きん(1) 本(1)
映画 本(9) コマ(1) 作(1)
鳥 羽®) 匹⑷ 鳥(1)
エビ 匹®) 尾⑷
銃 T(7) とう(1) 個(1) つ(1)
椅子 脚©) 個(5) つ(2) 席(1)
鏑 枚(5) っ(4) 個(1)
神 人(5) 神(1) 様(1)
刀 刀(4) 本(2) 剣(2) つ(1) 枚(1)
三味線 っ⑷ 琴(1) 本(1)
和歌 歌(3) 曲(3) つ(3) 詩(1) 句(1)集(1)
タンス 台(3) 個(2) 段(1) だな(1)
幕 枚(3) 幕(3) 面(1)
羊羹 っ(2) 切(2) 匹(1) 個(1) きん(1)




































































































































































































































































































































A B C D E F G H 1 J
1 參 〇
2 〇 〇 〇 〇
3 〇 〇 〇 〇
4 〇 〇 〇 〇
5 〇 〇
6 〇 〇 〇 〇
7 〇 〇 〇 〇 〇
8 〇 〇 〇 〇
9 〇 〇 〇 〇
10 〇 〇 〇 〇
11 〇 〇 〇 〇
12 〇 〇
13 〇 〇 〇 〇
回答数 1 13 〇 8 7 2 7 2 3 4
各自が考えた並べ方が数えやすくなる理由を尋 
ねたところ、「2つずつであれば、『に、し、ろ、は、 
と』と数えくなる。1っ飛び出していれば奇数 
であることがわかる。」、「偶数は2列にすると数え 
やすい。3で割り切れる時は3列にするときれい 
€」「偶数は飛び出していないが、奇数斓び出し 
ている。」「横に2個、縦に4個、2X4=8。一つ飛 
び出していれば1足して9。」と掛け算に結びつけ 
て考える者もいた。「まとめた方が数えやすい。」と 
答えていた。
日常、硬貨などを数える際には2列に配列して数 
えている。「2つずつであれば、『に、し、ろ、は、 
と』と数えやすくなる。」と答えたのは、1対2対 
応で計数していることになる。3歹Uに並べて数える 
のは1対3対応であり、以下同様に1対多対応の計 
数を行うことになる。
物を並べることで満足していた幼児は、3歳ごろ 
になると物と数詞の対応をっけ始めるようになる。 
繰り返し対応関係を練習することで3までの数詞と 
物の対応がつくようになり、やがて数えなくても3 
が把握できるようになる。具体的なものに対しては 
1個と2個を合わせて3個に合成したり、3個を1 
個と2個に分解したりできるようになる。この時、 
用いるものの大きさ辦状によっても難易が生じる。 
細長V、形状のプレッツェルよりはまとまりの良い丸 
いクッキーの方が数としての認識はたやすくなる。 
3の合成や分解を練習させる時にはこのように物を 
替えて練習させることで数の認識を確かなものにし 
ていく。3の数の対応、合成、分解の操作ができる 
ようになると、同様にして、4、5の理解へと進んで 
いく。
3.4幼児の量の取り扱いの指導法
幼児の遊びの一つに積み木遊びがあり、さまざま 
な形状、用途の積み木が市販されている。今回は、 
実際i消み木を用いていかにして量の取り扱いを指 
導するかを考えてもらった。
(a) 積み木の麵
最初に、幼いころにどのような積み木で遊んだか 
尋ねた。白木の積み木6名、色塗りの積み木5名、 
カプラが1名であった〇ブロック玩具のレゴを答え 
た者が多くて10名、LaQが3名、ブロックが1名 
であった。遊んではいないが見たことのある積み木 
を尋ねたところ、白木の積み木1名、色塗りの積み 
木1名、プラスチックの積み木1名、スポンジの積 
み木1名、カプラが2名、LaQが2名であった。
市販されている積み木には、さまざまな形状をし 
た「白木の積み木」、赤や青に「塗られた積み木」、 
正方形の板状の積み木で、表面にはひらがなが描か 
れ裏面にはそのひらがなで始まる物が描かれている 
「いろみ木」、穴の開いた積み木に棒を指して組 
み立てる「トンカチ積み木」、動物の絵が描かれてそ 
の輪郭に沿って切り抜かれた「動物積み木」などが 
あり、それぞれその特徴を生かした遊び方がある。
(b) 積み木を用いた量の指導
グループ毎に大きさの異なる2職の白木の積み 
木を配布し、これを使って塀を作る課題を出した。
図3立方体の一辺の長さを難:した積み木^積み木車
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1種類は、玩具メーカーの製品で、はめ込み遊びの 
パズルの機能を併せ持つものである(図3)。この積 
み木の特徴は一辺35 mmの立方体(A)を基準とし 
て(以下基華積み木と呼ぶ)さまざまな形の積み木が 
作られていることにある(図4)。Aの積み木を2個 
合わせた形の直方体(B)、Bを長辺方向に2等分 
にした直方体(C)、Aを2等分にした直方体(D)、
Bの長辺の部分に半円筒形の切れ込みをいれたもの 
(E)、Aの一辺の長さを直径とする円を底面とし、 
高さがAの一辺の長さである円筒形(F)、Aを2 
等分した三角柱(G)、Gを2つ合わせた形の三角 
柱(H)で構成されている。(今回の積み木にはB 
を2等分した3角柱(I)は含まれていない。)
図4立方体の一辺の長さを基準とした積み木の大きさ
A B C
G H I
もう1種類は群馬県ノI陽村森林組合ミミズクエ房 
制作の創作積み木である(図5)。さまざまな樹種の 
木材から作られているため色合いが異なり、また、
図5モミの木と動物の入った創_み木
四角い積み木の大きさ、形状も微妙に違っているの 
が樹敦になっている。モミの木と森の動物たちを象 
った積み木も入っている 似下創作積み木と呼ぶ)。
これらを4等分し、グループごとに塀を作成して 
もらった。各グループに割り当てられた積み木は数 
に制限があり、さらにさまざまな形をした2種類の 
積み木が混ざっているため、積み方に工夫を要する。 
受講生たちには幼児になったっもりで取り組むこと 
で、足らない積み木をどの様に補うか、どのように 
イメージを膨らませて積むことができるかを体験さ 
せた。
Aグループは、中央にモミの木をシンボルツリー 
として置き、その周囲を塀で囲んで動物から守って 
いる(図6)。アーチ型のEの積み木を門にし、三 
角形や半円筒形を屋根に見立て、可能な限り左右対 
称に積んでいる。タイプの違う積み木を混ぜて用い 
ることは難しかったようで、手前は基_み木で構 
成し、後方は創作積み木で構成している。ここで、 
注目すべきは、手前左側の部分は図4のBの積み木 
を用いているが、数がないため、右側ではCを2っ 
積み上げて代用している点である。幼児の積み木遊 
びでは、最初は並べているだけであるが、年齢とと 
もに自分のイメージを形にするようになる。この時、 
足らない積み木があるといくっかの積み木を組み合 
わせてその代用とすることがしばしばみられる。幼 
児が積み木遊びを繰り返していくうちに、Cの積み 
木2っはBの積み木1っと等しい“価値”を持っと 
考えるようになっていく。
図6モミの木を囲った塀(Aグループ)
Bグノレープは2種類の積み木を組み合わせて1面 
の塀を作成した 個7)。モミの木や動物もシンボリ 
ックに塀の一部にしている。塀の本体の部分は創作 
積み木を並べ、高さをほぼ一定にしている。ここで
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も右側の部分に、小さい正方形を2つ積み上げたり、 
三角形も2つ組み合ねせたりして四角形にして足ら 
ない部分を補ってある。
図7モミの木や醐だ塀(Bグルーカ
Cグループは積み木の穰頃を分けてそれぞれ塀を 
作った。図8はM備み木だけを用いたものである。 
中央に鳥を置き、周りに積み木を並べて、囲いを作 
った。左右対称に酉副してあるが塀という意識は少 
なかったのであろう。三角形を用いた部分には低い 
ところができていて、モミの木も横倒しにして塀に 
している。
図8倉醐み木だけで囲った塀(Cグループ)
Dグループは大きな左右対称の壁を積み上げた 
(図9)。厚みのある基_み木を土台にして、やや 
薄い創_み木をその上に高く積み上げた〇上部の 
3つの大きな三角形の積み木を微妙に大きさの異な 
る四角形を組み合わせて支えている。最上部に組み 
込むのが難しいキツネの形の積み木を象徴的に配し 
ている。余った積み木で手前に献花台のようなもの 
を配し、重鵬を出している。
今回のグループワークでの積み木の塀は、どのグ 
ループも側•生豊かで、積み木の形を生かして作られ 
ていた。色が塗られていない積み木は、色の制約が
図9微妙に大きさ_倉み木を生かした壁(Dグループ)
ないため、自由な発想で用いることができることが 
わかる。
2つのグループで、必要とする積み木が足りない 
場合にいくつかの積み木を組み合わせて不足を補っ 
ていた。幼児が繰り返して積み木遊びを行ううちに、 
どの積み木を組み合わせれば自分が必要とする積み 
木と同じ形を作れるのかを自然に体得していく。幼 
児にとっては、必要とする積み木と、組み合ねせて 
同じ形になる積み木とは同等の"価値”を持つこと 
になる。図4の積み木を例にすると、Aの積み木2 
個はBの積み木1個と等しい"価値’ を持っ。Cの 
積み木2個もBの積み木1個と同じ“価値”を持っ。 
積み木遊びを繰り返していくうちに、形f谴ってい 
てもAの積み木とCの積み木は同じ‘‘価値’’がある 
という認識に至る。同様にDの2個はAの1個と 
同じ“価値’’を持ち、Gの2個もAの1個と同じ"価 
値’ を持つことからDとGの積み木は、形は違っ 
ていても同じ“価値’ があると判断できる。Hの1 
個はGの2個に置き換えられるので、Aの1個と同 
じ“価値’ を持っている。今回の積み木には無かっ 
たが、Iの積み木2個でBの積み木1個に置き換え 
ることができるので、AとIの積み木は同じ“価値’’ 
があると考えられる。幼児には量や体積という概念 
はないが、幼児の抱くこの“価値”はまさに量や体 
積を意味している。さらに、積み木には重さがある 
ことが量の指導には有効である。体積が倍になれば 
重さも倍になり、量の多い少ないを重さに置き換え 
て体得することができる。基_み木は積み上げて 
遊ぶときに高さや幅が揃えやすいため、子どもたち 
の思い通りの見立てをたやすく実現させることがで 
きるという利点があるが、それにもまして立体図形 
や量の本質的な理解を進めるうえでも有効な手段で 
あることがわかる。
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4.孚瞧の数と量の麵の過程
孚拗児期における数と量への理触i日常生活の中 
で触れるさまざまなものを通して行われる。従って 
保育者は乳幼児にどのような形でそれらを提供し、 
その理解を支援するかを考えなくてはならない。
孚拗児の数の理解の過程を見ると、0～1歳児にお 
いては数を表す言葉を聞くことから始まる。多くの 
言葉の習得と同様に、数を表す言葉を耳から聞き、 
自らも発語する。乳児の日常生活の中で多くの数を 
表す言葉を語りかけることが重要となる。理^军でき 
る以上に多くの言葉を繰り返し語りかけることで、 
言葉が記‘隱されていく。湯舟の中、階段を登るとき、 
体操をするとき、「1、2、3、」と数唱を行う。数唱 
は正しV磷音で、リズムをとることから始める。や 
がて、一部の言葉の発語が開始され、反復を繰り返 
しながら、全ての数唱へとつながっていく。メロデ 
イのついた数唱はその中に感情が込められ、より記 
憶に残りやすいと思われるが、近年歌われなくなる 
傾向にあるのは残念である。
2歳前後になると、幼児はドングリやおはじきな 
どいろいろな物を並べるようになる。ただ、並べて 
遊ぶことが中心で、数と物の対応はとれていない。 
保育者は並べられたものを数えてみたり、数の言葉 
かけを行ったりしながら、数詞と物の対応を幼児に 
示してみることが重要となる。
3歳頃になると、3までの数の理解が進んでくる。 
3までの数詞と物の対応がつき、数の順序や大きい、 
小さい、同じがわかるようになる。集合数としての 
認識が可能になって、3個の物の合成と分解ができ 
るようになる。ただ、扱う物への興味や大きさ、今 
回で言えば、クッキーやプレッツェルで試行したよ 
うに、形によっても難易があるため、物をかえて練 
習することで、認識の定着の程度をし、次の数 
指導につなげることが可能となる。把握できる数の 
限度は3で、それ以上は多数である。4以上の対応 
がつくには更に、1年から1年半ほどを要す。
5歳以上になると、3、4、5と数の理解が進み、 
数の対応や合成、分解の操作が容易にできるように 
なる。この後、6以上の数は急速に理解が進んでい 
く。
このように数の指導は日常生活を通して行われる。 
とりわけ、おやつを与える時f'拗児の数量の取り扱 
いの練習の好機会になっている。菓子にはさまざま 
な纖、形状があり、とらえ方に難易度を生じてい 
る。人数分に分配する時Iこ数をいくつにするか、量 
を均等に分けるにはどうするのか。幼児の趣?度を 
判定し、指導に活かすこともできる。
5.おわリに
孚し幼児にとっての数と量の理解は、日常の生活の 
中で具体的なものを扱うことによって行われる。従 
って、保育者はその過程を熟知するとともに、孚_ 
児を取り巻くさまざまな事物や事象に関心を持ち、 
数と量の視点でその特性を見極めながら、日々、孚し 
幼児に適切な支援を行うことが求められる。
しかしながら、時代とともに生活様式が変わり、 
人々のものの捉えかたが変イt?するとともに、失われ 
てしまったものも多い。例えば、関西醐で普通に 
見られたリズミカルな数唱は次第に姿を消し、若い 
保育者にはその存在すら知られなくなっている。助 
数詞も、物の持っている樹敦や謂れにちなんだ情緒 
豊かなものが忘れ去られ、「個」、「匹」、「本」、「枚」 
「つ」などの高頻度で使われるありふれた助数詞に 
置き換わっていく傾向が見られる。日本人の感性や 
物の捉え方の点でも、ぜひ子どもたちに教えていき 
たいものである。また、経済が豊かになり、さまざ 
まな玩具が作られる中で、昔ながらの積み木で遊ぶ 
子どもたちも少なくなった〇積み木は難しい量の指 
導に効果的な玩具であり、これからもうまく役立て 
ていきたいものの一つであろう。ともすれば^的 
になりがちな数と量の指導を、日常的に乳幼児が触 
れるものを用いて指導できるような保育者になって 
ほしい。
6.湖？ ■引用文献■参考文献
餓
胜1)リズミカルな数唱の後半部「はち、くう、じ 
ゅう」のメロディは、関西にあっても地域や個人 
によっても違いがある。また、この後に言葉が続 
く場合には「くう、じゅう」のメロディは「ソ、 
ソ、ファ、ファ」のように変化する。
引用文献.参考施
片山雅男(2016)教員免許状更新講習「緑を守る！か 
らはじめるeco教育」の実践報告(I)園庭や校庭 
の植物的自然を生かした生活科教育や理科教育へ
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の取り組みと環境教育の実現 夙ni学院_大学 
教育鷄SW腰億10号)PP.3-12
文部科学省(2018)幼稚園教育要領解説東京:フ 
レーベル館
ピアスーパーバイザーからのコメント
本論文は幼児の「数と量の取り扱い」について行わ 
れた授業の実践報告である。数と量の概念を形成する 
幼児期において、保育者がどのような視点で子どもた 
ちに接して指導していけばよい力考察されている。幼 
児の身近にあるものを使って数や量、図形の指導に活 
用する方法を学ぶ中で、受講生たちの「数詞•数唱, 
集合数•順序数•記号^ •助数詞」の捉え方の実態も 
調査され日本人の感性や物の捉え方の変化にも言及さ 
れている。数•量の理解は日常生活の中でのさまざまな 
事物や事象から適切な支援を行うことが重要であるこ 
とが、実践されているアクティブラーニングを通して 
受講生も実感し指導に活かすことができる知見となっ 
ているであろう。本稿は領域「環境」の分野であるが、 
子どもの発達過程と日常生活を基点としての指導法と 
その考察は保育内容の他の分野でも広く参考になる論 
考である。(担当：井本英子)
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